
長崎県立長崎南高等学校〔全日制・普通科〕 

 

 令和３年度入学生教育課程表(61 回生)  

教
 
科
 
名 

 
                 学  
      標    学      年 
 科       準    級 
    目        単    数 
       名      位 

 
１年 

 
２年 

 
３年 

備  考 
 
総合 

 
文 

 
キャリア特進 

 
理 

 
文 

 
キャリア特進

 
理 

 
６ 

 
２ 

 
１ 

 
３ 

 
２ 

 
１ 

 
３ 

国 
 
語 

国語総合 4 ５       「国語総合」を必履修 
 国語表現 3        

現代文Ａ 2        
現代文Ｂ 4  ３ ３ ２ ３ ３ ３ ４ ２ 
古典Ａ 2         
古典Ｂ 4  ３ ３ ３ ４ ３ ３ ３ ３ 

地
理
歴
史 

世界史Ａ 2 ２        (世界史Ａ､世界史Ｂ)から１科目必履修
 
(日本史Ａ､Ｂ､地理Ａ､Ｂ)から１科目必 
履修 

世界史Ｂ 4   ④   ④   
日本史Ａ 2  ② ②      
日本史Ｂ 4  ④  ④ ③ ④ ④ ③ 
地理Ａ 2  ② ②      
地理Ｂ 4  ④  ④ ③ ④ ④ ③ 

公 
民 

現代社会 2 ２       (現社､又は倫理･政経)のどちらかを必
履修 倫理 2        

政治・経済 2     ３ ３  

数 
学 

数学Ⅰ 3 ３       「数学Ⅰ」を必履修 
数学Ⅱ 4 １ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ３
数学Ⅲ 5    １    ６ ５
数学Ａ 2 ２       
数学Ｂ 2  ２ ２ ２ ２ １ １ ２ １ ２
数学活用 2        

理 
科 

科学と人間生活 2 ※０          ｢科学と人間生活｣を含む２科目必履修 
又は基礎科目から３科目必履修 
 
※「科学と人間生活」２単位を学校設定
科目「総合環境科学(＊SES)」２単位で
代替 
 ＊ Synthetic Environmental  
    Science : SES 

物理基礎 2      ②     
物理 4      ②    ⑤ 
化学基礎 2     ２ ２   ❷  
化学 4      ２    ５ 
生物基礎 2  ２ ２ ２ ２ ② ３ ３ ３ ３  
生物 4      ②    ⑤ 
地学基礎 2  ２ ２ ２ ２  ２ ２ ２ ❷  
地学 4           
理科課題研究 1           

保 
体 

体育 7～
8 

３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 体育､保健とも必履修 

*体育総合     ２    ２   
保健 2 １ １ １ １ １ １      

芸 
術 

音楽Ⅰ 2 ②          Ⅰを１科目必履修 
*音楽総合 2   ２     ２    
美術Ⅰ 2 ②          
美術Ⅱ 2           

外 
国 
語 

コミュニケーション英語基礎 2        「コミュニケーション英語Ⅰ」必履修 
コミュニケーション英語Ⅰ 3 ４       
コミュニケーション英語Ⅱ 4  ５ ５ ４    
コミュニケーション英語Ⅲ 4     ５ ５ ４ 
英語表現Ⅰ 2 ２       
英語表現Ⅱ 4  ２ ２ ２ ２ ２ ２ 
英語会話 2        

家
庭 

家庭基礎 2 ２       １科目必履修 
家庭総合 4        
生活デザイン 4        

情
報 

社会と情報 2        １科目必履修 
※「情報の科学」１単位を学校設定科目
「ＳＳＨトレーニングⅠ」１単位で代替

情報の科学 2 ※１       

総合的な探究の時間 
 

3～
6 

※０ ※０ ※０ ※０ ※０ ※０ ※０ ※１～３年の「総合的な探究の時間」 
１単位を学校設定科目１単位で代替 

*
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス 

*総合環境科学(SES) 
 

 ２       「科学と人間生活」２単位を学校設定科目「
総合環境科学」で代替 
１年「情報の科学」１単位と「総合的な探究
の時間」１単位を学校設定科目「ＳＳＨトレ
ーニングⅠ」で代替 
２年「総合的な探究の時間」１単位を学校設
定科目「ＳＳＨトレーニングⅡ」で代替 
３年「総合的な探究の時間」１単位を学校設
定科目「ＳＳＨトレーニングⅢ」で代替 

*SSHトレーニングⅠ 
 

 ２       

*SSHトレーニングⅡ 
 

  ２ ２ ２    

*SSHトレーニングⅢ 
 

     １ １ １ 

ホームルーム 3 １ １ １ １ １ １ １  

計 ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５
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長崎県立長崎南高等学校〔全日制・普通科〕 

 

 令和４年度入学生教育課程表(62 回生)  

教
科
名 

 
                    学  
      標     学        年 
 科       準      級 
    目        単      数 
       名      位 

 
１年 

 
２年 ３年 

備  考 
 

総合 
 

文 
 

キャリア特進 
 
理 

 
文 キャリア特進 理 

 
６ 

 
２ 

 
１ 

 
３ 

 
２ １ ３ 

国
 
 
語 

現代の国語 2 2        「現代の国語」「言語文化」を必履
修 言語文化 2 3        

論理国語 4  4 3 2    2 
文学国語 4     4 4 4  
国語表現 4         
古典探究 4  3 3 3 3 3 3 3 

地
理
歴
史 

地理総合 2 2        「地理総合」「歴史総合」を必履修
地理探究 3  ③ ③ ② ③ ③ ③ ③ 
歴史総合 2 2        
日本史探究 3  ③ ③ ② ③ ③ ③ ③ 

世界史探究 3  ③ ③  ③ ③ ③  

公
 
民 

公共 2 2        「公共」を必履修 
倫理 2         
政治・経済 2     3 3 3  

数
 
 
学 

数学Ⅰ 3 3        「数学Ⅰ」を必履修 
数学Ⅱ 4  3 3 4 3 2 2  
        ①  
数学Ⅲ 3        4 
数学Ａ 2 2        
数学Ｂ 2  3 3 2     
数学Ｃ 2     3 3 3 3 

理
 
 
 
 
科 

科学と人間生活 2 ※0        ｢科学と人間生活｣を含む２科目を必履修
又は基礎を付した科目を３科目必履修 
 
※「科学と人間生活」２単位を学校設定
科目「総合環境科学(＊SES)」２単位 
で代替 
 ＊ Synthetic Environmental  
    Science : SES 

物理基礎 2    ②     
物理 4    ②    ⑤ 
化学基礎 2   ② 2   ②  
化学 4    2    5 
生物基礎 2  2 2 ② 2 2 2  
生物 4    ②    ⑤ 
地学基礎 2  2 2  2 2 ②  

地学 4         

保
 
体 

体育 7～8 3 2 2 2 2 2 2 2 「体育」「保健」を必履修 
*体育総合    ②   ②   
保健 2 1 1 1 1     

芸
 
術 

音楽Ⅰ 2 ②        「音楽Ⅰ」又は「美術Ⅰ」を必履修
*音楽総合 2   ②   ②   

美術Ⅰ 2 ②        

外
 
国
 
語 

英語コミュニケーションⅠ 3 4        「英語コミュニケーションⅠ」を必履修
英語コミュニケーションⅡ 4  5 4 4     
英語コミュニケーションⅢ 4     5 5 5 4 
論理・表現Ⅰ 2 2        
論理・表現Ⅱ 2  2 2 2     

論理・表現Ⅲ 2     2 2 2 2 

家
庭 

家庭基礎 2 2         

家庭総合 4         

情
報 

情報Ⅰ 2  2 2 2 1  ①  「情報Ⅰ」を必履修 

情報Ⅱ 2         

理
数 

理数探究基礎 1          
理数探究 2～5         

総合的な探究の時間 3～6 ※0 ※0 ※0 ※0 ※0 ※0 ※0 ※0 ※１～３年の「総合的な探究の時間」各

１単位を学校設定科目で代替 

*
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス 

*総合環境科学(SES) 
 

 2        「科学と人間生活」２単位を学校設定科目「
総合環境科学」で代替 
１年「総合的な探究の時間」１単位を学校設
定科目「ＳＳＨトレーニングⅠ」で代替 
２年「総合的な探究の時間」１単位を学校設
定科目「ＳＳＨトレーニングⅡ」で代替 

３年「総合的な探究の時間」１単位を学校設

定科目「ＳＳＨトレーニングⅢ」で代替 

*SSHトレーニングⅠ 
 

 2        

*SSHトレーニングⅡ 
 

  2 2 2     

*SSHトレーニングⅢ      1 1 1 1 

ホームルーム 3 1 1 1 1 1 1 1 1  

計 35 35 35 35 35 35 35 35  
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長崎県立長崎南高等学校〔全日制・普通科〕 

 

 令和５年度入学生教育課程表(63 回生)  

教 
科 
名 

 
                    学  
      標     学        年 
 科       準      級 
    目        単      数 
       名      位 

 
１年 

 
２年 ３年 

 
 
 

備  考 
 
 

 
総合 

 
文 

 
キャリア特進 

 
理 

 
文 キャリア特進 理 

 
６ 

 
２ 

 
１ 

 
３ 

 
２ １ ３ 

国 
語 

現代の国語 2 2        「現代の国語」「言語文化」を必履
修 
 
 
 
 

言語文化 2 3        
論理国語 4  4 3 2    2 
文学国語 4     4 4 4  
国語表現 4         
古典探究 4  3 3 3 3 3 3 3 

地
理
歴
史 

地理総合 2 2        「地理総合」「歴史総合」を必履修
 
 
 
 

地理探究 3  ③ ③ ② ③ ③ ③ ③ 
歴史総合 2 2        
日本史探究 3  ③ ③ ② ③ ③ ③ ③ 
世界史探究 3  ③ ③  ③ ③ ③  

公 
民 

公共 2 2        「公共」を必履修 
 
 

倫理 2         
政治・経済 2     3 3 3  

数 
学 

数学Ⅰ 3 3        「数学Ⅰ」を必履修 
 
 
 
 
 
 

数学Ⅱ 4  3 3 4 3 2 2  
        ①  
数学Ⅲ 3        4 
数学Ａ 2 2        
数学Ｂ 2  3 3 2     
数学Ｃ 2     3 3 3 3 

理 
科 

科学と人間生活 2 ※0        ｢科学と人間生活｣を含む２科目を必履修
又は基礎を付した科目を３科目必履修 
 
※「科学と人間生活」２単位を学校設定
科目「総合環境科学(＊SES)」２単位 
で代替 
 ＊ Synthetic Environmental  
    Science : SES 
 

物理基礎 2    ②     
物理 4    ②    ⑤ 
化学基礎 2   ② 2   ②  
化学 4    2    5 
生物基礎 2  2 2 ② 2 2 2  
生物 4    ②    ⑤ 
地学基礎 2  2 2  2 2 ②  
地学 4         

保 
体 

体育 7～8 3 2 2 2 2 2 2 2 「体育」「保健」を必履修 
 
 

*体育総合    ②   ②   
保健 2 1 1 1 1     

芸 
術 

音楽Ⅰ 2 ②        「音楽Ⅰ」又は「美術Ⅰ」を必履修
 
 

*音楽総合 2   ②   ②   
美術Ⅰ 2 ②        

外 
国 
語 

英語コミュニケーションⅠ 3 4        「英語コミュニケーションⅠ」を必履修
 
 
 
 
 

英語コミュニケーションⅡ 4  5 4 4     
英語コミュニケーションⅢ 4     5 5 5 4 
論理・表現Ⅰ 2 2        
論理・表現Ⅱ 2  2 2 2     
論理・表現Ⅲ 2     2 2 2 2 

家
庭 

家庭基礎 2 2         
 家庭総合 4         

情
報 

情報Ⅰ 2  2 2 2 1  ①  「情報Ⅰ」を必履修 
 情報Ⅱ 2         

理
数 

理数探究基礎 1          
 理数探究 2～5         

総合的な探究の時間 3～6 ※0 ※0 ※0 ※0 ※0 ※0 ※0 ※0 ※１～３年の「総合的な探究の時間」各
１単位を学校設定科目で代替 

*
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス 

*総合環境科学(SES) 
 

 2        「科学と人間生活」２単位を学校設定科目「
総合環境科学」で代替 
１年「総合的な探究の時間」１単位を学校設
定科目「ＳＳ探究Ⅰ」で代替 
２年「総合的な探究の時間」１単位を学校設
定科目「ＳＳ探究Ⅱ」で代替 
３年「総合的な探究の時間」１単位を学校設
定科目「ＳＳ探究Ⅲ」で代替 

*ＳＳ探究Ⅰ 
 

 2        

*ＳＳ探究Ⅱ 
 

  2 2 2     

*ＳＳ探究Ⅲ      1 1 1 1 

ホームルーム 3 1 1 1 1 1 1 1 1  

計 35 35 35 35 35 35 35 35  

 

 

― 47 ―



【関係資料２】 

令和５年度運営指導委員会記録 

第 1 回運営指導委員会 

 

１．期日 令和５年７月３１日（月） 

  １５:３０～１６:３０ 

２．場所 長崎県立長崎南高等学校 興志館 

３．出席者 

（１）運営指導委員 

古場一哲（長崎県立大学看護栄養学部学部長） 

原哲也（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授） 

谷山茂人（長崎大学総合生産科学域基礎教育セン

ター副センター長） 

堀由美子（活水女子大学健康生活学部食生活健康

学科教授） 

蒲原新一（長崎総合科学大学総合情報学部総合情

報学科教授） 

原田拓馬（山口大学教育学部講師） 

（２） 管理機関 

川原智司（長崎県教育庁高校教育課キャリア教育

班参事） 

三好啓介（長崎県教育庁高校教育課キャリア教育

班係長） 

木場亮太（長崎県教育庁高校教育課高校魅力化班

指導主事） 

（３） 長崎南高等学校 

小野下和宏（校長） 

森昭三（教頭） 

岩永聡子（教頭） 

横田昌章（探究・ＳＳＨ推進課） 

岡田寛子（探究・ＳＳＨ推進課） 

比嘉伝（探究・ＳＳＨ推進課） 

金柿明生（探究・ＳＳＨ推進課） 

七條慶子（探究・ＳＳＨ推進課） 

打越正紀（探究・ＳＳＨ推進課） 

末吉龍弥（探究・ＳＳＨ推進課） 

深堀加奈子（探究・ＳＳＨ推進課） 

４．会次第 

開会 

① 長崎県教育委員会あいさつ 

② 長崎南高等学校長あいさつ 

③ 出席者紹介 

協議 

① 意見交換 

② 指導助言 

閉会 

① 長崎南高等学校長あいさつ 

② 諸連絡等 

５．協議事項 

 第Ⅲ期の研究開発の概要について、運営指導委員か

ら助言を頂いた。 

（運営指導委員） 

・科学系人材を育成するとあるが、文系は考えていな

いという理解でよいか。 

⇒（長崎南高） 

データ等を活用しながら自然科学、社会科学など

様々な科学的アプローチができる生徒の育成を目指

しており、文系理系の枠組みを超えた人材という意味

である。 

⇒（運営指導委員） 

 Ｓクラスが理系だけに作られるので、文系の生徒が

意欲をなくさないような誘導の仕方をしてもらいた

い。 

（運営指導委員） 

・探究の蕾レッスンに関心がある。具体的な頻度と大

学生とのマッチングをどのように考えているのか。 

⇒（長崎南高） 

 課題研究の中間発表会に大学生の参加を依頼し、大

学生の専門分野と生徒の研究テーマでマッチングす

るものがあれば、メールなどでやり取りをしながら助

言をしてもらうことを考えている。加えて、直接指導

を受ける機会を２～３回設け、 終発表会にも来ても

らいたい。具体的な部分はこれから調整していく。 

⇒（運営指導委員） 

 昨年度の中教審の答申で、教育学部の教員養成にお

いて、高校の探究学習の伴走支援を進めるべきと出て

いるので、大学側にも好都合な取組になるはず。定期

的に対面で指導を受ける場合は、高校の教員と大学生

の役割分担が問題となる。数年後には長崎探究プラッ

トフォームを他校に展開させていくことも視野に入

れ、教育委員会も含めて取り組んでいくと良い。 

⇒（運営指導委員） 

 中等教育と連携することが医学部のコアカリキュ

ラムにもあがっており、推薦枠を増やしている。医学

部を受験する生徒がいると連携しやすくなる。 

⇒（長崎南高） 

 様々な方面に間口を広げながら、持続可能な形を考

えていきたい。 

⇒（運営指導委員） 

 今の指摘は、受験校である南高の強力な武器となる

ので、ＳＳＨの大きな側面として実現していくとプラ

スになる。 

（運営指導委員） 

・ＳＳＨ科学部とＳクラスは全く同じではないという

ことか。ＳクラスからもできるだけＳＳＨ科学部への

入部者を増やしたいということか。 

⇒（長崎南高） 

 完全に同じではない。外部の活動に参加した生徒を

ＳＳＨ科学部とすることで、調査書や学校の記録に実

績として残すことができ、進路面でのメリットになる。

来年度はＳクラスを編成し、発表会などにも参加する

ので、Ｓクラスのほとんどの生徒がＳＳＨ科学部扱い
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になると思う。また、文系の生徒でも課題研究で功績

を残した生徒はＳＳＨ科学部として扱う。 

⇒（運営指導委員） 

 運動部と科学部の両立を積極的にサポートしてく

れる学校は少ないので、文系理系問わず科学部となる

のは非常に良い取組みだと思う。評価が大学進学にも

繋がっていくのであれば生徒のモチベーションが高

まるだろう。 

⇒（運営指導委員） 

 文系・理系・Ｓクラス・科学部の関係がイラストと

して分かりやすく示してあると良い。 

⇒（運営指導委員） 

 Ｓクラスには、発表の場を多く設けたほうがいい。

良い研究になったから発表するのではなく、発表会に

向けて研究や取組を進めてほしい。３年生はいつ頃ま

で発表会に参加することが可能か。 

⇒（長崎南高） 

 ３年生の発表は夏まで、レポート提出だけなら１０

月頃まで可能。２学期以降の発表会に３年生を出すの

は厳しい。 

（運営指導委員） 

・第３期の取組の目標は、科学系人材の育成だと思う

が、 終的な評価はどのようにするのか。 

⇒（長崎南高） 

理系への進学実績と資質能力の評価を挙げている。

資質能力に関しては、生徒の自己評価と教諭の評価、

運営指導委員の先生方による評価を予定している。ま

た、自己評価以外の評価基準と評価方法の開発を研究

課題のテーマとして掲げている。 

⇒（運営指導委員） 

 教育学部との連携があるので、教育学部の学習評価

の専門家と共同研究として進めることは可能か。ある

いは、データ科学系の先生との共同研究として研究開

発を評価するなど。客観性を持たせるときに、研究者

の目を入れるとプラスのものに特化していく。 

⇒（長崎南高） 

 実績評価としては具体的に南高ＳＴＥＡＭに沿っ

た授業がなされているかを、教員の取組を数値化して

出す項目がいくつかある。 

⇒（運営指導委員） 

それは取組の評価であり、目的は人材育成。人材が

育成できたかどうかをどのように評価するのか。外部

から見た客観的なものを取り入れて示したほうがよ

いのではないか。 

⇒（運営指導委員） 

 取組の根幹に関わる非常に大切なことである。南高

は受験校なので高校教育というのがあり、それを充実

させるためにＳＳＨの取組がある。本来負担になるは

ずものがきちんと成立していることで初めて成功と

なる。評価は客観的にあるべきで、自己評価は測り知

れないところがあるが、やること自体は良い。客観的

評価は、教科学習自体がＳＳ探究の取組によってどれ

くらい進んでいるのかが 大の評価項目だと思う。受

験は運もあるので、模擬試験などのデータを蓄積する

ことで評価できるのではないか。客観的評価は非常に

大切で、 終的にはそれがないと良く分からないまま

終わってしまう。 

⇒（長崎南高） 

 評価項目の中にいくつかの項目を挙げているが、学

校設定科目や開発教材の内容、探究プラットフォーム

の運営など、それを客観的にどう見ていくべきなのか

という所に弱い点がある。計画段階でまだ具体的に落

とし込めていない所があるので、今伺った内容を含め

て考えていきたい。 

⇒（運営指導委員） 

 ＳＳＨを受けていくことで、生徒の志望校や志望学

部などの遍歴が必ず出てくると思う。それを個人デー

タとして三年間記録を残していけば、先ほど出た遍歴

にそのまま当てはまると思うし、 終的に進学先とマ

ッチすれば育成の評価につながる。客観性を持たせる

ためには、学校や運営指導委員以外の第三者の機関が

入るのが一番だが、そこが非常に難しい。 

長崎大学の水産学部の場合は、日本技術者教育認定

機構（ＪＡＢＥＥ）の第三者評価委員会の評価を受け

て、卒業時に学士という学位と技術士補という認定を

同時に発行できるシステムを作っている。このように

第三者が入るほうが理論はスムーズだが、それをこの

５年間で導入するのは非常に難しいと思う。 

⇒（運営指導委員） 

 第三者を入れるのは現実的ではないので、やはり大

学の進学率などになるのではないか。医学部の場合の

指標は医師国家試験の合格率。それと同じような考え

で進学率、技術系工学系にどれだけ進学したか、文系

でも科学的な視点が必要な分野があるので、そこも含

めて評価してはどうか。 

⇒（長崎南高） 

 検討します。第Ⅲ期には４つの柱があり、それぞれ

に具体的な評価指標を立てた上で計画がある。それを

全て総合して、南高のＳＳＨ活動全体の評価が必要だ

と感じた。そこは大きな枠組みで考えていたので、ご

指摘いただいた点を踏まえて、どのような形が妥当な

のかできるだけ近いうちにご提案できるように頑張

ります。 

⇒（運営指導委員） 

 第Ⅲ期はこれまで以上に大きな取組になっており、

だからこそ先生方の負担が大きいのではなか。客観的

な評価という大きな問題点が挙がったので、対策を共

有しながら進めていきましょう。 
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第２回運営指導委員会 

 

１．期日 令和６年２月１６日（月） 

  １０:００～１１:３０ 

２．場所 長崎県立長崎南高等学校 興志館 

３．出席者 

（１）運営指導委員 

原哲也（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科教授） 

谷山茂人（長崎大学総合生産科学域基礎教育セン

ター副センター長） 

堀由美子（活水女子大学健康生活学部食生活健康

学科教授） 

蒲原新一（長崎総合科学大学総合情報学部総合情

報学科教授） 

佐藤雅紀（長崎総合科学大学総合情報学部総合情

報学科教授） 

原田拓馬（山口大学教育学部講師） 

（２） 管理機関 

川原智司（長崎県教育庁高校教育課キャリア教育

班参事） 

木場亮太（長崎県教育庁高校教育課高校魅力化班

指導主事） 

（３） 長崎南高等学校 

小野下和宏（校長） 

森昭三（教頭） 

横田昌章（探究・ＳＳＨ推進課） 

岡田寛子（探究・ＳＳＨ推進課） 

金柿明生（探究・ＳＳＨ推進課） 

末吉龍弥（探究・ＳＳＨ推進課） 

深堀加奈子（探究・ＳＳＨ推進課） 

４．会次第 

開会 

① 長崎県教育委員会あいさつ 

② 長崎南高等学校長あいさつ 

協議 

① 意見交換 

② 指導助言 

閉会 

① 長崎南高等学校長あいさつ 

② 諸連絡等 

５．協議事項 

ＳＳＨ第Ⅲ期初年度の総括、成果の検証・評価、次

年度に向けての研究開発における課題について協議

を行った。 

 

（運営指導委員） 

・進路実現実績による評価（キャリア形成実現実績の

評価）について、文系の進学率も載せてはどうか。 

（運営指導委員） 

・Ｓクラスについて説明をして欲しい。 

⇒（長崎南高） 

２年次に外部の講義や実習に参加したり、特殊なフ

ィールドワークを取り入れたりして、科学系に興味を

持つ生徒を育てていくクラス。 

⇒（運営指導委員） 

学力ではなく志を共にする生徒が集まることで相

乗効果が生まれるので良いと思う。 

⇒（長崎南高） 

文系理系相互で課題研究を進めながら、さらにＳＳ

Ｈ科学部でも高みを目指すＳクラスのサポートをど

う成立させるかが次年度の大きな課題である。 

（運営指導委員） 

・南高ＳＴＥＡＭの異教科間リレー授業（教科横断型）

がどこまで実質的なものになっているのか。授業づく

りの段階から異なる教科の教員がペアを組んで授業

をするとかなり意識が変化すると思うが、ハードルが

とても高いことも理解している。実質的な状況と今後

について教えて欲しい。 

⇒（長崎南高） 

異教科間リレー授業の他に、探究学習的な要素を含

む授業ケースを含めて、３つの中から１つ選んで授業

を実施してもらった。教科外のことを自教科に取り入

れて１人で授業を実施するケースは複数存在した。そ

の中で、生物と国語の教員が２人で授業を構成する提

案授業を実施した。均衡進化論についての科学評論の

中で、生物の教員に遺伝子の変異について専門的に講

義をしてもらうことで、文章の理解がさらに深まった。

事後アンケートでは、「違う視点から物事を捉える、教

科を横断して学びを深めることはとても意義深い。こ

れからの時代に必要なことだと思った。」という感想

が寄せられた。実際にやってみるとかなりエネルギー

が必要であった。お互いの信頼関係や、教科間の尊重

が不可欠だと感じている。今後も努力していきたい。 

（運営指導委員） 

・長崎探究プラットフォームは、どれくらいの学生の

参加を目指しているのか。また、長崎大学を起点とし

ながら他大学にも広げていくのか、長崎大学だけと集

中して連携を深めていくのか。 

⇒（長崎南高） 

長崎大学の協力により、７～８名の研究会が発足し

ている。課題研究班すべてに大学生が入ってもらうこ

とが理想だが、時間や金銭面で現実的には難しい。大

学生を２０名程度確保したい。大学生に来校してもら

うだけではなく、大学に出向いたり、連絡を取り合っ

たりすることで、生徒の視点を大学での学びへ繋げた

い。 

（運営指導委員） 

・外部の専門家との接続は、探究活動を進めていく上

でどの学校も課題を持っていると思う。外部との接続

が難しいと捉えている教員は、どこに課題感をもって

いるのか。 
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⇒（長崎南高） 

大学の敷居が高いと思っているのではないか。専門

教科外の課題研究テーマを担当する場合も多いので、

接続先が分からない部分もある。協力しながら大学と

繋げる工夫をしていきたい。 

⇒（運営指導委員） 

大学は高校に向けてのセミナーを実施しているの

で、生徒だけではなく先生にも活用してもらいたい。 

⇒（運営指導委員） 

水産学部の場合７月にオープンラボを実施してい

る。２０研究室で短時間の実験と大学生や大学院生が

入るラボがあり、理系の簡単な研究に触れることがで

きる。出前講義も活用してもらいたい。オンラインの

併用も可能。 

（運営指導委員） 

・生徒のモチベーションの維持がとても大変だと思う。 

未来デザインスクールの前後でかなりモチベーショ

ンの変化がみられるが、そこに何か他の要素があるの

か。様々な取組の中で、どこが生徒たちのモチベーシ

ョンに繋がると感じているか。 

⇒（長崎南高） 

未来デザインスクール開催の１ヶ月前から、講座内

容を大きく掲示して啓発を行い、生徒の希望と教員側

からの発信を双方向でやり取りしあいながらteamsで

情報共有し、早い段階から話を聞くところの選定を義

務付けた。 

１０月の上旬には話を聞く先生を研究するために論

文検索をし、その大学の研修室を調べてレポート化を

行った。それを元に質問カードを作成し、ポスター掲

示や Teams での情報発信も行いながら本番を迎えた。

当日は、生徒の小さな質問にも大学の先生方が丁寧に

答えてくださり、その喜びがモチベーションに繋がっ

たと思う。これがどこまで課題研究の推進力になりう

るのか今後追跡したい。 

（運営指導委員） 

・中学生への科学実験教室（ジュニアサイエンスラボ）

で高校生の意識が変わったか。 

⇒（長崎南高） 

当日は中学生と保護者への説明と対応を全て生徒

だけで行った。特に主となって活動した生徒は、学校

生活での自信にも繋がり、課題研究への意欲が増した

ように感じる。 

⇒（運営指導委員） 

オープンスクールでジュニアサイエンスラボに参

加した中学生で、入学後科学部に入部した生徒の追跡

ができれば評価の項目にもなると思う。 

（運営指導委員） 

・進路実現実績による評価について、卒業生生徒数で

はなく、大学進学希望者に対する進学率を出してみて

はどうか。 

 

（運営指導委員） 

・次年度に向けた課題で特に重要視しているところは

どこか。 

⇒（長崎南高） 

南高ＳТＥＡＭの実践に関わる授業と学校設定科

目「ＳＳ探究、ＳＳＨトレーニング」との連動強化、

より組織的な展開上の工夫について。学校全体でどう

組織的に運営していくかが課題。 

（運営指導委員） 

・総合型選抜や一般推薦での大学合格者数が少ない。

進路指導と繋ごうとしていないのか。 

⇒（長崎南高） 

進路実現に生かせていないという反省点がある。活

動の履歴を残し、自身の積み重ねを実感することで、

総合型入試に挑戦できるのではと考えている。そうい

った生徒を増やすことで、進路実績の評価にも繋がる。 

⇒（長崎南高） 

ＳＳＨはキャリア教育であると訴えてきたつもり

だが、生徒アンケートではＳＳＨが進路につながると

思っていない３年生が非常に多かった。第Ⅲ期では、

１年生からの学びにキャリア形成の意識を高める仕

組みを強化していく。 

⇒（運営指導委員） 

保護者目線では大学進学率も気になることころ。大

学進学率を上げるためのＳＳＨなのか、人間形成のた

めのＳＳＨなのか。南高の中での意志統一はあるのか。 

⇒（長崎南高） 

まだ明確ではないが、両方を目指したい。 

⇒（運営指導委員） 

それならば大学合格率だけで評価するのではなく、

人間性を評価する指標が欲しい。他のＳＳＨ校も解決

できていない所なので、先駆けて指標を作ってもらい

たい。 

⇒（長崎南高） 

生徒アンケートでは、評価３の回答が多く差がつか

ない。細かく分かりやすい具体的な表現で提示する必

要がある。現在、資質や能力を２４項目に分け、さら

に５段階評価にして文章化を試みている。次の運営委

員会で提示できるように検討を重ねる。生徒たちが実

感をもって自己評価できるものにしたい。 

⇒（運営指導委員） 

指標を出す前に、過去のデータを入れて妥当なもの

かを検証する必要がある。 

⇒（長崎南高） 

生徒たちの探究力を客観的に評価するのが難しい。

今年、産業能率大学の探究力アセスメントの開発協力

校となり、客観的判断に向けて動いている。 

⇒（運営指導委員） 

理想とするリーブリックができても、生徒と教員の

評価に解離が起こる可能性がある。その解離をどう合

わせていくかも重要である。 
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5
4

3
2

1

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
越

え
て

達
成

し
て

い
る

。
求

め
て

い
る

レ
ベ

ル
を

十
分

に
達

成
し

て
い

る
。

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
お

お
む

ね
達

成
し

て
い

る
。

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
達

成
で

き
て

い
な

い
が

，
幾

分
の

努
力

が
認

め
ら

れ
る

。

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
達

成
す

る
に

は
大

き
な

課
題

が
あ

る
。

基
準

が
該

当
し

な
い

。
第

1
回

黒 （
　

7
/
　

）

第
２

回
青 （
　

1
/
　

　
）

第
３

回
赤 （　

７
/

）

先
行

研
究

研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
先
行
研

究
の
文
献
や
資
料
を
想
定
を
超
え

た
範
囲
ま
で
丹
念
に
調
べ
て
お
り
，

研
究
に
関
す
る
広
範
囲
な
情
報
を

得
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
に
必
要
な
先
行
研
究

の
文
献
や
資
料
を
精
力
的
に
調
べ

て
お
り
，
研
究
を
遂
行
し
て
い
く
た
め

に
十
分
な
情
報
を
得
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
に
必
要
な
先
行
研
究

の
初
歩
的
な
文
献
や
資
料
を
調
べ

る
こ
と
で
，
何
が
研
究
さ
れ
て
い
る
の

か
を
お
お
よ
そ
把
握
し
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
に
必
要
な
先
行
研
究

を
多
少
調
べ
た
も
の
の
，
こ
れ
ま
で

研
究
さ
れ
て
き
た
内
容
を
十
分
把
握

で
き
て
い
な
い
。

研
究
テ
ー
マ
に
必
要
な
先
行
研
究

を
調
べ
て
い
な
い
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本

課
題
研
究
に
は
適
し
て
い

な
い
。

課
題

意
識

と
発

展
性

先
端
的
／
現
代
的
な
課
題
意
識
で

テ
ー
マ
設
定
が
な
さ
れ
て
お
り
，
今

後
の
研
究
に
よ
り
学
術
的
・
社
会
的

な
問
題
解
決
へ
と
発
展
し
て
い
く
可

能
性
が
高
い
。

学
術
的
・
社
会
的
な
課
題
意
識
を
も

と
に
テ
ー
マ
が
考
案
さ
れ
て
お
り
，

今
後
の
研
究
に
よ
り
課
題
解
決
に
結

び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

学
術
的
・
社
会
的
な
課
題
意
識
を
も

と
に
テ
ー
マ
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る

が
，
必
ず
し
も
目
新
し
い
発
想
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。

学
術
的
・
社
会
的
な
課
題
意
識
か
ら

考
え
た
と
い
う
よ
り
も
，
表
面
的
な
発

想
か
ら
テ
ー
マ
設
定
を
行
っ
て
い

る
。

単
な
る
思
い
つ
き
に
よ
る
テ
ー
マ
設

定
で
あ
る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本

課
題
研
究
に
は
適
し
て
い

な
い
。

計
画

・
準

備
と

進
捗

状
況

デ
ー
タ
収
集
，
分
析
，
原
稿
作
成
な

ど
の
実
施
時
期
や
方
法
を
進
ん
で

担
当
教
員
に
相
談
・
報
告
し
，
研
究

を
主
体
的
に
進
捗
さ
せ
て
い
る
。

デ
ー
タ
収
集
，
分
析
，
原
稿
作
成
な

ど
の
実
施
時
期
や
方
法
を
担
当
教

員
に
相
談
・
報
告
し
，
計
画
ど
お
り

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

デ
ー
タ
収
集
，
分
析
，
原
稿
作
成
な

ど
の
実
施
時
期
や
方
法
を
担
当
教

員
と
検
討
し
，
若
干
の
遅
れ
は
あ
っ

て
も
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
に
進
め

て
い
る
。

実
施
上
の
日
程
計
画
や
方
法
に
関

す
る
検
討
や
担
当
教
員
と
の
打
ち

合
わ
せ
が
十
分
で
は
な
く
，
計
画
ど

お
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
。

実
施
上
の
日
程
計
画
や
方
法
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
，
見
通
し

を
持
た
な
い
ま
ま
そ
の
場
の
成
り
行

き
で
行
っ
て
い
る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本

課
題
研
究
に
は
適
し
て
い

な
い
。

研
究

方
法

の
妥

当
性

研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
，
緻

密
で
発
想
に
富
ん
だ
研
究
方
法
が

考
案
さ
れ
て
い
る
。

研
究
目
的
を
達
成
す
る
の
に
，
現
実

性
の
あ
る
研
究
方
法
が
具
体
的
に

考
え
ら
れ
て
い
る
。

研
究
目
的
に
照
ら
し
て
研
究
方
法
を

検
討
し
て
い
る
が
，
方
法
の
実
行
可

能
性
に
つ
い
て
は
，
さ
ら
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

研
究
方
法
は
考
え
て
い
る
が
，
研
究

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
検
討

が
不
十
分
で
あ
る
。

研
究
方
法
を
自
分
で
考
え
よ
う
と
し

て
い
な
い
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本

課
題
研
究
に
は
適
し
て
い

な
い
。

好
奇

心
・
興

味
関

心
・

探
究

心

確
固
た
る
課
題
意
識
か
ら
研
究
に

着
手
し
，
強
い
好
奇
心
で
研
究
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
た
め
研
究
テ
ー
マ

を
深
く
探
究
し
，
関
連
事
項
に
も
課

題
意
識
が
広
が
っ
て
い
る
。

自
ら
の
課
題
意
識
か
ら
研
究
に
着

手
し
，
興
味
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
，
研
究
テ
ー
マ
の
探
究
を

行
っ
た
こ
と
で
関
連
事
項
に
も
興
味

が
広
が
っ
て
い
る
。

研
究
を
進
め
る
に
つ
れ
て
興
味
を
抱

く
事
柄
に
出
会
え
た
た
め
，
関
心
を

も
っ
て
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

研
究
を
進
め
る
に
つ
れ
て
興
味
を
抱

く
事
柄
も
あ
っ
た
が
，
進
ん
で
研
究

テ
ー
マ
を
深
め
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て

い
な
い
。

研
究
を
進
め
る
中
で
，
自
分
が
興
味

を
抱
く
事
柄
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
。
ま
た
は
，
研
究
テ
ー
マ

を
探
究
す
る
意
欲
に
欠
け
る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本

課
題
研
究
に
は
適
し
て
い

な
い
。

創
意

工
夫

・
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

豊
富
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上

で
，
調
べ
た
資
料
や
デ
ー
タ
か
ら
独

創
性
の
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
導
き
出
し

て
い
る
。

先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
，
調
べ

た
資
料
や
デ
ー
タ
を
自
分
な
り
に
解

釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

調
べ
た
資
料
や
デ
ー
タ
を
自
分
な
り

に
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
，
解
釈

が
先
行
研
究
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る

面
も
あ
る
。

調
べ
た
資
料
や
デ
ー
タ
に
独
り
よ
が

り
な
解
釈
を
し
て
い
た
り
，
先
行
研
究

と
無
理
や
り
関
連
づ
け
た
り
し
て
い

る
。

調
べ
た
資
料
や
デ
ー
タ
の
単
な
る

羅
列
で
あ
っ
た
り
，
先
行
研
究
の
ま

る
写
し
で
あ
っ
た
り
す
る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本

課
題
研
究
に
は
適
し
て
い

な
い
。

グ ル

ー プ
役

割
分

担
と

協
力

自
分
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し

な
が
ら
，
他
の
メ
ン
バ
ー
の
手
助
け

を
行
い
，
グ
ル
ー
プ
研
究
で
行
う
優

れ
た
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

自
分
の
役
割
を
十
分
果
た
す
と
と
も

に
，
建
設
的
な
意
見
を
出
す
な
ど
，

グ
ル
ー
プ
研
究
に
貢
献
し
て
い
る
。

自
分
の
役
割
は
お
お
む
ね
果
た
し

て
い
る
が
，
他
の
メ
ン
バ
ー
へ
の
寄

与
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

自
分
の
役
割
は
自
覚
し
て
い
る
も
の

の
，
そ
れ
を
十
分
果
た
せ
て
い
な

い
。

自
分
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
せ
ず
，

グ
ル
ー
プ
の
他
メ
ン
バ
ー
に
頼
り
き

り
で
あ
る
。

こ
の
項
目
の
評
価
は
，
本

課
題
研
究
に
は
適
し
て
い

な
い
。

合
計

点

研
究

テ
ー

マ

評
価

（
各

項
目

点
数

）

テ ー マ 設 定 研 究 手 法 取 組 状 況

Ｓ
ト

レ
Ⅲ

（
６

１
回

生
）
　

「
課

題
研

究
」
活

動
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価

評
価

尺
度

領
域

評
価

観
点

0

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
を

〇
で

囲
み

、
評

価
欄

に
点

数
を

記
入

し
、

提
出

す
る

。
1
回

目
は

黒
、

2
回

目
青

、
三

回
目

赤
で

記
入
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